
第２回 新開成中学校・新陽明中学校再編準備委員会

と き 令和４年１１月８日（火）

午後７時より

ところ 結とぴあ ３０５・３０６号室

１ 開 会

２ 開会あいさつ

３ 議 事

（１）部会報告

① 新開成中学校 総務部会

② 新陽明中学校 総務部会

③ ＰＴＡ部会（合同）

④ 学校運営部会（合同）

⑤ 新開成中学校 通学安全部会

⑥ 新陽明中学校 通学安全部会

（２）その他

・学校改修実施設計等の進捗状況の報告

４ そ の 他

次回開催予定時期 令和５年２月頃

５ 閉会あいさつ



大野市教育理念

明倫の心を重んじ育てよう大野人

人としての生きる道を明らかにし、進取の気象を

育てた明倫の心は、いつの時代においても変わらな

い大野の学びの原点です。

私たちは、この心を大切にして、優しく、賢く、

たくましい大野人になるため、学び、育てることに

努めていきます。



大野市立学校再編準備委員会について

１ 学校再編準備委員会の趣旨

中学校の再編にあたり、保護者、地域及び学校が協働して再編の準備や諸

課題について協議を行う。

地域やＰＴＡ、学校および教育委員会は、準備委員会の結果報告を最大限尊

重して再編に向けた準備に取り組む。

２ 学校再編準備委員会の役割

部会の協議の経過や結果の報告を受けて、協議及び承認を行う。また、準

備委員会の結果については教育委員会に報告する。

３ 部会の設置

準備委員会を効率的に運営するため、総務部会、ＰＴＡ部会、学校運営部

会、通学安全部会の４部会を設ける。

４ 部会の役割

各部会は下記のことについて検討及び協議し、協議の経過及び結果を準備

委員会に報告する。

総務部会 ：式典、統合事業、地域行事などに関すること

ＰＴＡ部会 ：ＰＴＡ組織、制服・体操服などに関すること

学校運営部会：学校運営、事前交流などに関すること

通学安全部会：スクールバスの運行、通学路などに関すること

資料１





第２回大野市立学校再編準備委員会【部会報告】

＜総務部会＞

●新開成中学校

〇開催日

６月２日（木）第１回新開成中学校再編準備委員会、第１回総務部会

８月２日（火）第２回総務部会

１０月４日（火）第３回総務部会

〇主な意見

・地区と学校が連携し、地区行事や学校行事の開催日をできるだけ早い段階

で情報共有して中学生が参加しやすいようにしていく。

・学校の歴史を振り返り記憶に残す統合事業については、上庄地区は実施す

る方向で進めていく。

・学校跡地や空き校舎の有効活用については、地区、市、市教委と協議しな

がら有効活用について検討していく。

・閉校式は、市及び市教委主催で令和６年３月に行う。

〇協議の結果（承認事項）

①中学生の参加が必要な行事を取捨選択し、関係機関との情報共有を早めに

行い、中学生が参加しやすい環境をつくる。

②統合事業については、校区の意向を尊重し、準備委員会は実施校区に協力

する。

③学校跡地や空き校舎の有効活用については、準備委員会は関係地区、市、

市教委との協議に協力する。

資料２



第２回大野市立学校再編準備委員会【部会報告】

＜総務部会＞

●新陽明中学校

〇開催日

６月１０日（金）第１回新陽明中学校再編準備委員会、第１回総務部会

７月２８日（木）第２回総務部会

９月２８日（水）第３回総務部会

〇主な意見

・地区と学校が連携し、地区行事や学校行事の開催日をできるだけ早い段階

で情報共有して中学生が参加しやすいようにしていく。

・学校の歴史を振り返り記憶に残す統合事業については、尚徳中校区は、実

施の有無について年内を目途に各地区で協議していく。和泉中校区は実施

しない方向である。

・学校跡地や空き校舎の有効活用については、地区や市、市教委と協議しな

がら有効活用について検討していく。

・閉校式は、市及び市教委主催で令和６年３月に行う。

〇協議の結果（承認事項）

①中学生の参加が必要な行事を取捨選択し、関係機関との情報共有を早めに

行い、中学生が参加しやすい環境をつくる。

②統合事業については、校区の意向を尊重し、準備委員会は実施校区に協力

する。

③学校跡地や空き校舎の有効活用については、準備委員会は関係地区や市、

市教委との協議に協力する。



第２回大野市立学校再編準備委員会【部会報告】

＜PTA 部会＞

〇開催日

６月 ２日（木）第１回新開成中学校再編準備委員会、第１回ＰＴＡ部会

６月１０日（金）第１回新陽明中学校再編準備委員会、第１回ＰＴＡ部会

８月 ８日（月）第２回ＰＴＡ部会（合同）

９月２０日（火）第３回ＰＴＡ部会（合同）

１０月１９日（水）第４回ＰＴＡ部会（合同）

〇主な意見

・新開成中、新陽明中 PTA の規約や会費、活動内容などの在り方については、

各 PTA 間で話し合いを進める。

・令和６年度の制服、体操服について、まずは体操服の方針から検討してい

く。

・体操服について、１年から３年生まで運動に適した服装とする。体操服の

指定を行わず、ある程度のルールの中で自由に購入する。

・１年生は新しいデザインの体操服とし、２年生と３年生については今後検

討していく。

・今後は、両部会間の調整方法、制服と体操服の選定方法、選定スケジュー

ルなどについて協議を進める。

〇協議の結果（承認事項）

①新開成中、新陽明中の PTA 規約や会費、活動内容などは各 PTA 間で調整す

る。

②令和６年度の制服、体操服については、体操服の方針から決定していく。



第２回大野市立学校再編準備委員会【部会報告】

＜学校運営部会＞

〇開催日

６月 ２日（木）第１回新開成中学校再編準備委員会、第１回学校運営部会

６月１０日（金）第１回新陽明中学校再編準備委員会、第１回学校運営部会

７月２１日（木）第２回学校運営部会（合同）

１０月２５日（火）第３回学校運営部会（合同）

〇主な意見

・現小学６年生保護者対象に再編に関する説明会を令和４年１２月末までに

実施する。

・事前交流を、令和４年度２学期以降１回以上行う。部活動の交流も必要な

部から行う。

■事前交流の予定（日程等が決定しているもの）

１１月１１日 尚徳中１年生、和泉中１年生と陽明中１年生

１１月２２日 上庄中１年生と開成中１年生

・令和５年度は２年生と１年生を対象に事前交流を行う。

・部活動の交流は、必要な部から交流が行われているので、今後も合同チー

ムでの練習やコンクールや各種大会、合同練習などを通して、事前の交流

が行われる。

〇協議の結果（承認事項）

①現小学６年生保護者対象の再編説明会を実施する。

②事前交流を令和４年度から進める。

③学校運営の詳細については、学校間の打ち合わせで決めていく。



第２回大野市立学校再編準備委員会【部会報告】

＜通学安全部会＞

●新開成中学校

〇開催日

６月 ２日（木）第１回新開成中学校再編準備委員会、第１回通学安全部会

８月 1日（月）第２回通学安全部会（合同）

９月２６日（月）第３回通学安全部会

〇主な意見

・乗車の対象生徒は上庄中、尚徳中、和泉中校区の生徒とする。

・停留所は自宅から１．５Km 以内で設定する。

・乗車時間は４０分程度までとし、通学時間が１時間以内を目途とする。

・運行便数は授業日は登校便１便、下校便２便とする。長期休業中は、午前

往復１便、午後往復１便とする。土、日、祝日の運行はしない。

・ルート数は３本（上庄中校区３本）とする。

・今後のルートの検討、冬季の運行、停留所、通学路の安全確保について協

議を進める。

・検討中のルート案は、次のとおり。

＜案１＞

①佐開～五条方～東山～友兼～開発～森政領家～開成中

②今井～平澤～西山～稲郷～上据～森政地頭～医王寺～吉～開成中

③木本～榎～中据～下据～開成中

＜案２＞

①佐開～五条方～稲郷～上据～中据～下据～開成中

②平澤～西山～木本～榎～開成中

③東山～友兼～開発～森政地頭～医王寺～森政領家～吉～開成中

〇協議の結果（承認事項）

①スクールバスの運行基準を、次のとおりとする。

対象生徒 上庄中、尚徳中、和泉中校区の生徒

停 留 所 自宅から１．５Km 以内で設定

乗車時間 ４０分程度までとし、通学時間が１時間以内を目途とする

運行便数 授業日は登校便１便、下校便２便とする。

長期休業中は、午前往復１便、午後往復１便とする。

土、日、祝日の運行はしない。

②スクールバス運行本数

上庄中校区は３本を基本とする。



第２回大野市立学校再編準備委員会【部会報告】

＜通学安全部会＞

●新陽明中学校

〇経過報告

６月１０日（金）第１回新陽明中学校再編準備委員会、第１回通学安全部会

８月 １日（月）第２回通学安全部会（合同）

９月２７日（火）第３回通学安全部会

〇主な意見

・乗車の対象生徒は上庄中、尚徳中、和泉中校区の生徒とする。

・停場所は自宅から１．５Km 以内で設定する。

・乗車時間は４０分程度までとし、通学時間が１時間以内を目途とする。

・運行便数は授業日は登校便１便、下校便２便とする。長期休業中は、午前

往復１便、午後往復１便とする。土、日、祝日の運行はしない。

・和泉中校区については、市の公共交通網見直しの中で、スクールバスと市

営バスのより良い在り方を検討していきたい。

・ルート数は５本（尚徳中校区４本、和泉中校区１本）とする。

・今後のルートの検討、冬季の運行、停留所、通学路の安全確保について協

議を進める。

・検討中のルート案は、次のとおり。

①六呂師～橋爪～伏石～松丸～川嶋～陽明中

②蕨生～塚原～井ノ口～田野～陽明中

③八町～柿ケ嶋～下唯野～七板～富嶋～森目～陽明中

④上野～下麻生嶋～陽明中

⑤後野～朝日～九頭竜ＩＣ～陽明中

〇協議の結果（承認事項）

①スクールバスの運行基準を次の通りとする。

対象生徒 上庄中、尚徳中、和泉中校区の生徒

停 留 所 自宅から１．５Km 以内で設定

乗車時間 ４０分程度までとし、通学時間が１時間以内を目途とする

運行便数 授業日は登校便１便、下校便２便とする。

長期休業中は、午前往復１便、午後往復１便とする。

土、日、祝日の運行はしない。

②スクールバス運行本数

尚徳中校区は４本、和泉中校区は１本を基本とする。ただし、和泉中校区に

ついては、公共交通網の見直しに合わせ、市営バスの活用も検討する。



学校改修実施設計等の進捗状況について

１ 公募型プロポーザルの実施

教育委員会では、令和５年度から小中学校再編計画及び小中学校施設管理計画に基づき下庄

小学校、開成中学校及び陽明中学校の長寿命化等の大規模改修工事を計画しており、令和４年

度に３校の実施設計業務に取り組んでいます。

令和４年度実施設計業務では、豊富な実績と専門的な知識に基づいた魅力ある技術提案を受

けるために、５月から公募型プロポーザル方式により設計者を募集し、受託者選定委員会にお

いて最優秀提案者を選定し、８月中旬には委託契約を締結しています。

現在、教育委員会では、教職員を対象としたワークショップなどを開催し、各学校の教職員

や児童生徒の要望を取りまとめており、令和５年度の大規模改修工事に向けて実施設計業務に

取り組んでいます。

２ 受託者選定委員会の設置

教育委員会では、公募型プロポーザルを実施するに当たり、受託者の選定を厳正かつ公平に

審査するため、学識経験者や保護者、学校の代表による「大野市立学校改修実施設計業務受託

者選定委員会」を設置しています。

委 員 福井大学 理事・副学長 松木健一

委員長 福井工業大学環境情報学部デザイン学科 准教授 藤田大輔

委 員 髙嶋建築研究所 所長 髙嶋 猛

委 員 林幹雄税理士事務所 所長(税理士) 林 幹雄

委 員 開成中学校ＰＴＡ 会長 森田律男

委 員 開成中学校 校長 広瀬泰司

委 員 陽明中学校ＰＴＡ 会長 田中宏直

委 員 陽明中学校 校長 大石貴昭

委 員 下庄小学校ＰＴＡ 会長 金川浩司

委 員 下庄小学校 校長 下口真砂代

３ プロポーザルの審査経過

令和４年４月１８日（月） 第１回選定委員会（要領の策定について）

５月１０日（火） 募集の公告

３１日（火） 参加表明書の提出期限【参加表明者：開成１者、陽明２者、下庄２者】

６月 ９日（木） 第２回選定委員会（一次審査、ヒアリングについて）

【一次審査通過者：全参加表明者（５者）】

６月１４日（火） 一次審査結果の通知（技術提案要請）

７月 ６日（水） 技術提案書の提出期限

７月１３日（水） 第３回選定委員会【下庄小】（プレゼンテーション及びヒアリング、二次審査、設計者の選定）

第４回選定委員会【陽明中】（ 〃 ）

７月１４日（木） 第５回選定委員会【開成中】（ 〃 ）

８月 ４日（木） 二次審査結果の通知



４ プロポーザル選定結果と講評概要

（１）開成中学校改修実施設計業務委託プロポーザル

①最優秀提案者

東畑・西川 開成中学校改修実施設計業務委託設計共同体【120.14 点／160 点】

＜講評概要＞

・柔軟かつ創造的な学びの場が提案されていた。

・長寿命化改修内容への理解も深く、豊富な実績に基づく実務能力が高く評価された。

・開成中学校への思いや、気候風土への対応の消極さが懸念された。

（２）陽明中学校改修実施設計業務委託プロポーザル

①最優秀提案者

東畑・西川 陽明中学校改修実施設計業務委託設計共同体【131.81 点／160 点】

＜講評概要＞

・柔軟かつ創造的な学びの場が提案されていた。

・長寿命化改修内容への理解も深く、豊富な実績に基づく実務能力が高く評価された。

・陽明中学校の独自性が感じにくく、地元設計者との連携に不安が残る。

②次点者（優秀提案者）

株式会社木下設計・有限会社石田建築デザイン設計共同体【104.93 点／160 点】

（３）下庄小学校改修実施設計業務委託プロポーザル

①最優秀提案者

下庄小学校改修実施設計業務 センボー・竹内設計共同体【102.37 点／160 点】

＜講評概要＞

・子ども達が集う場として、中庭の増築の大胆なアイディアが評価された。

・長寿命化改修内容や工程計画で、児童への配慮が十分に検討されていた。

・普通教室や学年室の使い方、避難動線、教員の働く環境については課題がある。

②次点者（優秀提案者）

株式会社佐々木一級建築士事務所・株式会社大澤設計事務所・平瀬建築設計事務所

設計共同体【90.45 点／160 点】

５ プロポーザル選定結果の公表

教育委員会では８月５日に、選定結果、総評及び最優秀提案者の技術提案書をホームページ

上に掲載しています。

６ 実施設計業務委託契約の締結

８月１７日、１８日に最優秀提案者と実施設計業務委託契約を締結しました。

開成・陽明中学校⇒東畑・西川開成中学校改修実施設計業務委託設計共同体

代表者：株式会社東畑建築事務所本社ｵﾌｨｽ大阪 取締役代表 永田 久子

下 庄 小 学 校 ⇒下庄小学校改修実施設計業務 センボー・竹内設計共同体

代表者：株式会社センボー建築事務所 代表取締役 仙坊幸治



７ 実施設計業務の実施状況

教育委員会では、契約締結後に受託者とともに各学校において教職員や児童生徒の改修要望

を取りまとめています。

（１）陽明中学校及び開成中学校

９月２６日 第１回ワークショップ

既存校舎改修に向け教職員の現場の声を取り入れるため、福井工業大学藤

田准教授をアドバイザーに招き、開成中学校と陽明中学校２校について、

５中学校の教職員を対象に、施設の現状について意見交換を行いました。

なお、当日参加できない職員については事前に意見を徴集しています。

１０月２６日 第２回ワークショップ

教職員を対象に教室等の配置計画について、福井工業大学藤田准教授及び

福井大学松木理事・副学長をアドバイザーに招き意見徴集を行いました。

１１月以降 ワークショップ及び個別ヒアリングの実施

生徒を対象としたワークショップや教職員を対象に個別ヒアリングなどを

開催し、改修要望を取りまとめることを計画しています。

（２）下庄小学校

８月２６日 学校教職員打合せ

教職員を対象にヒアリングを行い、意見徴集を行いました。

９月下旬 児童アンケートの実施

小学３年生以上を対象に学校改修に関するアンケートを実施し、児童の意

見徴集を行いました。

毎週１回 定例打合せ

週１回の頻度で教育委員会、学校、受託者で打合せを実施し、実施設計業

務について協議を行っています。


